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「食品ロス」について話し合う田浪理事長（右）らＮＰＯメンバー（国分寺市の国分寺労政

会館で） 

 多摩地域のごみ問題などに取り組むＮＰＯ法人「ごみ・環境ビジョン２１」（国分寺市）

が発行する情報紙「ごみっと・ＳＵＮ」が、１００号を迎えた。１９９７年５月の創刊以降、

国の政策から地域のごみ減量の取り組みまで幅広く、社会の断面を映し出してきた。

理事長の田浪政博さん（７５）（東村山市）は、「生産から廃棄まで、これからもごみ問

題の解決のために多くの人をつないでいきたい」と話す。 

 活動のきっかけは９６年、ドイツの環境ＮＧＯ関係者を招いて小金井市で行われたフ

ォーラム。「自治体、市民、生産者などが協力すれば、ごみはなくせる」という先進地

のアドバイスに勇気づけられたメンバーらが集まったという。 

 日の出町の処分場問題などで、行政と市民の対立がクローズアップされた時期だっ

たが、ごみを出す「加害者」の視点で、自らの生活や、廃棄・循環システムの見直しを

提案することを目指し、９７年５月、前身となる「市民環境情報センター準備室」を発

足、「ごみっと・ＳＵＮ」の発行を始めた。ごみも太陽（ＳＵＮ）のように大切な資源にな

るという気持ちを込めたという。翌年、「ごみ・環境ビジョン２１」が設立された。 

 隔月刊で、毎月の会合で編集方針を決め、調査・執筆したり、外部に寄稿を頼んだ

りする。初期のテーマは、当時は騒ぎになったダイオキシンや環境ホルモン問題な

ど。さらに、多摩地域を中心に各地のごみ焼却炉やごみ減量の現状、企業のごみ対

策をリポートしたり、リサイクル法の分析、ドイツや中国など外国の状況など、幅広い

視点からごみ問題について情報を提供したり、提案したりした。 

 最近は、多摩地域３０自治体のごみ処理経費や、減量・資源化対応などを調査し

た。読者は約２００人で、紙利用を減らすため、メール配信も行っている。 

 今年１月に発行した１００号では、生ごみリサイクル、レジ袋削減、ごみ焼却施設、

容器包装削減、自治体の取り組み、福島原発事故の６項目をテーマに関連記事を振

り返るなどした。３月末には１０１号が発行され、食品ロスの問題をテーマに２月１１日
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に開いた「市民ごみ大学セミナー」を詳報。本来食べられるのに廃棄されている「食品

ロス」が、日本で年５００万～８００万トンにおよぶことや、ロス削減を目指すフードバン

クの取り組みなどを紹介している。 

 田浪さんは「メンバーは高齢化し、会は運営資金にも困っているが、よくこれだけ続

いた。ごみ減量は永遠のテーマだと思う」と話している。問い合わせは同ＮＰＯ法人（０

４２・３２８・６６２１）。 
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